
 

 

7月 8日（火）13:40～14:25 国語科 ５年生 [５年２組教室]  

指導者 𠮷田 文香 

１ 単元名 自分の考えを明確にして、ミニディベートをしよう（「ミニディベート―AIとのくらし」） 
２ 単元設定の背景 

教
材
観 

本単元は、「A話すこと・聞くこと」の「オ 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、
考えを広げたりまとめたりすること」に位置付けられており、互いの立場や意図を明確にしながら計画的
に話し合うことで、考えを広げたりまとめたりすることをねらいとする。 
本単元では話合いの形態の一つであるディベートを扱う。ディベートを扱うことにより、次の３つの

力を育成することが期待できる。１つ目は、賛否両論の議論を通して異なる考え方にふれ、ものの見方・
考え方を広げていくこと。２つ目は、自分の「主張」に根拠づける「事実」と事実と主張を関係づける「根
拠」の三点で構成する基本的な論理構造を習得すること。３つ目は、ディベートのための情報収集の時間
をとることにより、広範な情報処理と論理形成能力を育成することである。さらに、５年生の早い段階で
本単元を扱うことにより、国語科だけでなく他教科においても論理的に思考する力や多角的なものの見
方・考え方で考える姿勢を身に付けることを期待している。 

児
童
観 

本学級の子供達はこれまでに自分がおすすめするものを、聞き手が納得するように構成を考え、相手
を見て、間の取り方、声の大きさ、話す速さ、抑揚、強弱を意識して話す活動を行ってきた。事前調査に
よると、「話すことが好き」と感じている子供は、95.4％おり、話すことに抵抗を感じている子供は少な
い。その一方で、「自分の考えを話すとき、どんなことに気をつけていますか。」という問いに対し、56.5％
が声の大きさと回答し、相手に分かりやすく伝えるために話の構成を意識して話している子供は 34.8％
であった。また、グループやみんなの前で自分の考えを発表するとき「進んで伝えている」と答えたのは、
21.7％で、「緊張する、恥ずかしい」と答えた子供は、56.5％であった。このことから、意欲的に取り組
んではいるものの、みんなの前で発表することに抵抗を感じていたり、相手が納得するように筋道立てて
話すことが意識できていなかったりする実態がある。 

集
団
観 

 
 
 
 
 
 
 

指
導
観 

指導にあたり３点に留意する。１つ目は、同じテーマで二度ミニディベートする場を設定する。「困っ
た」「できなかった」「もっとこうすればよかった」ということに気づかせるようにする。そうすることに
より、２回目により良くミニディベートを行うためにはどんな準備や力が必要か、さらには、筋道立てて
話をするためには何が必要か考えるきっかけや必然性を作る。２つ目は、ミニディベートを構成するメン
バーや役割を変えることである。失敗体験で学んだことをもとに、再度、役割やメンバーを変えてミニデ
ィベートを行うことで、多角的な視点からの情報収集処理能力が高まるようにする。３つ目は、俯瞰的に
物事を判断できるようなテーマを議題として設定する。子供の身近な学校生活に関わる事柄を議題にせ
ず、身近にはあるが、子供との生活に距離のある「AI とのくらし」をテーマとして扱うことにより、根
拠を自分で探すこと、感情で物事を判断することのないようにする。 

３ 単元の目標及び計画（全９時間） 
 ■単元の目標  

ディベートにおいて、事実や根拠を明確にしながら自分の考えを主張したり、聞き取ったことをもとに反論したりする
ことを通して、自分の考えを広げたりまとめたりすることができるようにする。 

■単元の計画  
第１次 ミニディベートを行い、ミニディベートに必要な力を見つけよう・・・・・４時間（本時４／４） 
第２次 第２回ミニディベートをしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４時間 
第３次 ミニディベートの振り返りをしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 
 

４ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気付いている。 

互いの立場や意図を明確にしな
がら計画的に話し合い、考えを広げ
たりまとめたりしている。 

粘り強く、伝え合う内容を検討
し、考えを伝えようとしている。 
 

 

 



 

 

５ 本時の学習 
■目標  自分たちが話合いをした時の資料を分析することを通して、ディベートに必要な力（事実や根拠を 

もとにした主張、相手の考えを聞き取り反論する力）を確かめる。 

■準備物 （Ｔ）話し合いの時の様子を文字化した資料と映像、ワークシート 

■学習過程   ※（全）（小）（個）：学習形態（全：全体の場 小：小集団 個：個人）○留：留意点 ○評：評価の観点 （方法） 

学習事項 児童の活動  教師の働きかけとねらい     集 団 

１． 学習 

２． 課題 

への接 

近 

（１）前時の学習内容を想起する。 

・ミニディベートをした。 

・振り返りを行った。 

（１）前時の様子を提示することで

学習内容を想起することがで

きるようにする。 

  

（全） 

 これまでの学

習内容を共有で

きるようにする。 

２．学習課

題 の 設

定 

（２）本時の学習課題を設定する。 

  

 

 

（２）実際にミニディベートを行っ

てみた感想を聞くことで、自分

事として問題解決に取り組む

ことができるようにする。 

 

（全） 

問題を自分事

として考え、学習

課題を全員で解

決しようとする

意欲を高める。 

３． 学習 

課 題 の

追求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ミニディベートの一部を抜粋し

た資料を並べて、どの意見が分か

りやすいか考える。 

 

 

 

 

 

（４）自分やグループの他の課題を見

つけ、改善策を考える。 

・相手の意見に対する反論になって

いなかったな。そのためには、事

前にもっと情報を集めておいたら

よかったな。 

・反論をするのが難しかったな。 

 どうしたらうまく反論ができるの

だろう。 

 

 

 

 

（５）出てきた課題やそれに対する改

善策について全体で交流する。 

・自分の意見に対する理由を考え

るとき、自分も相手も納得できる

理由になるようにすることが大

切だと思った。 

・納得できる理由にするためには、 

自分だけの意見ではなくてデー

タを入れると説得力がある。 

（３）ミニディベートの一部を抜粋

した資料を比較し、どの意見が

なぜ分かりやすいか理由を考え

ることを通して、ミニディベー

トに必要な力が分かるようにす

る。 

 

 

（４）子供達が主体的に課題解決の

方法について考えを出し合える

ように、困り感から考えていけ

るようにする。その際、書く視

点がずれている子供には修正を

したり、アドバイスや援助を求

めてきたときには、必要な援助

を行ったりする。 

○評資料を通して、個やグループでの 

話し合いの課題を見つけ、改善点 

を考えている。（発言・ワークシ

ート） 

 

（５）視覚的に捉えることができる

ように、出た課題や改善策を構

造的に板書することで、自分た

ちがミニディベートに必要な

力を見つけることができるよ

うにする。 

（個）→（全） 

個人で考えた意

見を共有するこ

とを通して、必要

な力に気付くこ

とができるよう

にする。 

 

（個）→（小） 

 話し手・聞き手

の立場に寄り添

いながら考える

ことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

（個）→（全） 

出た意見を共有

することを通し

て、自分や自分た

ちのグループで

は気付けなかっ

た点にも気付く

ことができるよ

うにする。 

４．本時の

ま と め

と 次 時

へ の 発

展 

（６）本時で学んだことや本時の成果

を振り返り、次時の学習課題を設

定する。 

（６）本時の学習内容を振り返る場

を設定すると共に、次時への見

通しをもたせる。 

（個） 

 次時の学習に

向けての意欲や

見通しをもたせ

る。 
 

５年２組のミニディベートに必

要な力って何だろうか。 

今日話したことをもとに、再度ミ

ニディベートをしよう。 


